
『
ふ
じ
し
ま
歴
史
文
化
講

座
～
国
史
跡
旧
東
田
川
郡

役
所
及
び
郡
会
議
事
堂
と

藤
島
地
域
の
文
化
財
』
の

第
１
回
講
座
が

日
、
東

15

田
川
文
化
記
念
館
明
治
ホ

ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
東
田
川
郡

と
郡
役
所
の
時
代
」
で
、

講
師
は
谷
口
裕
信
氏
（
皇

學
館
大
學
文
学
部
教
授
）

で
す
。

郡
政
を
具
体
的
に

全
国
で
現
存
し
て
い
る

郡
役
所
の
中
で
、
国
指
定

重
要
文
化
財
は
、
旧
西
田

川
郡
役
所
と
旧
伊
達
郡
役

所
、
旧
東
山
梨
郡
役
所
の

３
つ
だ
が
、
国
指
定
史
跡

は
旧
東
田
川
郡
役
所
及
び

郡
会
議
事
堂
の
１
か
所
の

み
で
あ
る
。

国
指
定
重
要
文
化
財
は
、

建
造
物
と
し
て
の
価
値（
明

治
期
の
擬
洋
風
建
築
）
だ

が
、
国
指
定
史
跡
は
、「
郡

政
の
様
子
を
具
体
的
に
示

す
遺
跡
と
し
て
重
要
」
と

な
っ
た
。

創
建
当
初
の
位
置
に
現

存
し
、
敷
地
全
体
が
郡
役

所
と
し
て
機
能
し
て
い
た

時
代
の
、
地
方
行
政
制
度

の
様
子
を
具
体
的
に
示
し
、

歴
史
上
・
学
術
上
極
め
て

価
値
の
高
い
遺
跡
で
あ
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

田
川
郡
を
２
つ
に

明
治

（
１
８
７
８
）

11

年
に
郡
に
行
政
機
関
を
置

く
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
田

川
郡
を
東
と
西
に
分
割
し

て
成
立
し
た
。

分
割
の
理
由
は
、
①
面

積
・
人
口
・
戸
数
と
②
旧

大
区
と
の
連
続
性
で
あ
る
。

旧
大
区
は
明
治
９
（
１

８
７
６
）
年

月
、
第
５

10

大
区
が
酒
田
、
第
６
大
区

が
藤
島
、
第
７
大
区
が
鶴

岡
に
置
か
れ
て
い
た
。

大
地
主
が
多
い

郡
会
が
開
設
さ
れ
る
以

前
は
、
郡
全
体
に
わ
た
る

連
合
町
村
会
が
会
議
体
と

し
て
機
能
し
て
い
た
。

旧
東
田
川
郡
の
連
合
町

村
会
の
評
決
金
額
は
、
１

８
８
６
年
に
は

万
３
０

30

９
６
円
で
、
全
国
第
１
位

の
額
で
あ
っ
た
。

明
治

（
１
８
９
１
）

24

年
郡
政
施
行
・
郡
会
が
開

設
さ
れ
、
議
員
は
町
村
単

位
で
選
挙
さ
れ
た
が
、
大

地
主
の
間
接
選
挙
で
あ
っ

た
。東

田
川
郡
は
、
選
挙
権

を
有
す
る
大
地
主
の
数
が
、

県
内
他
郡
よ
り
飛
び
抜
け

て
多
か
っ
た
。

郡
財
政
の
大
き
な
伸
び

郡
財
政
は
、
歳
出
総
額

が
１
８
９
２
年
は
２
９
０

６
円
（
山
形
県
内
の
郡
総

額
３
万
６
４
３
５
円
の
約

８
％
）、
１
９
０
８
年
は
１

万
８
５
１
９
円
（
同

万
23

８
３
１
１
円
の
約
７
・
８

％
）
だ
っ
た
が
、
１
９
２

１
年
は

万
４
５
４
３
円

15

（
同
１
２
２
万
８
３
９
０

円
の
約

・
６
％
）
と
県

12

内
で
も
飛
躍
的
に
伸
び
た
。

大
正
４
（
１
９
１
５)

年

配
電
開
始
の
水
力
電
気
事

業
が
大
き
い
。

電
気
事
業
の
利
益
を
、

人
を
育
て
る
奨
学
金
の
学

資
金
や
、
伝
染
病
予
防
、

基
本
金
な
ど
の
特
別
会
計

の
歳
入
に
充
て
て
い
た
。

郡
営
の
水
力
発
電

東
田
川
郡
は
月
山
や
湯

殿
山
な
ど
、
水
力
発
電
に

適
し
た
環
境
が
あ
り
、
鶴

岡
水
力
電
気
事
業
組
合（
後

の
東
北
電
力
）
の
発
電
所

も
、
東
田
川
郡
の
本
郷
村

に
置
い
て
い
た
。

郡
で
進
ん
で
い
た
開
田

や
耕
地
整
理
に
は
、
灌
漑

用
の
揚
水
機
の
動
力
源
と

し
て
の
電
気
が
、
さ
ら
に

蒸
気
機
関
か
ら
電
動
機
へ

の
動
力
源
の
転
換
が
、
輸

出
向
け
羽
二
重
力
織
機
、

長
沼
出
身
発
明
家
の
斎
藤

外
市
の
力
織
機
の
普
及
を

も
た
ら
し
た
。

乾
田
馬
耕
に
よ
る
生
産

力
の
飛
躍
的
な
上
昇
も
、

東
田
川
郡
で
進
ん
で
い
た
。

耕
地
整
理
は
明
治
（
１
42

９
０
９
）
年
当
時
、
県
内

件
の
う
ち
過
半
数
の

69

35

件
が
東
田
川
郡
で
進
ん
で

い
た
。

東
田
川
郡
政
の
展
開
を

振
り
返
る
と
、「
耕
地
が
一

面
に
広
が
る
豊
か
な
地
形

が
あ
り
、
郡
財
政
の
大
規

模
化
を
支
え
る
郡
営
電
気

事
業
の
存
在
、
庄
内
３
郡

の
重
層
性
の
位
置
づ
け
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と

結
び
ま
し
た
。

平
成
大
合
併
後
の
庄
内

地
方
の
市
町
の
姿
は
い
び

つ
で
あ
り
、
歴
史
に
学
ぶ

必
要
が
あ
り
ま
す
。
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ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

日
向
富
編
・
歌
集
「
の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
」
⑰

第

回
例
会
詠
草

昭
和

年
４
月

日

15

46

23

嫁
の
荷
を
山
積
み
し
た
る
ト
ラ
ッ
ク
が
減
反
よ

そ
に
晴
れ
ば
れ
と
行
く

池
田
竹
恵

鉢
の
梅
二
年
過
ぎ
た
る
祭
り
日
に
花
の
三
つ
四

つ
紅
く
咲
き
初
む

石
川
重
雄

九
日
は
月
異
な
れ
ど
誕
生
日
妻
は
粟
飯
に
孫
を

祝
ひ
つ

石
川
兵
一
郎

い
そ
い
そ
と
通
園
バ
ス
に
乗
れ
る
孫
よ
逝
き
た

る
息
子
に
見
せ
た
き
姿

同

人

木
立
ち
縫
ひ
ぬ
か
煙
の
乱
る
る
に
ま
つ
は
り
に

つ
つ
風
花
の
舞
ふ

石
川
錬
太
郎

鶯
の
啼
く
音
に
目
覚
め
田
起
し
の
海
鳴
り
に
似

る
耕
耘
機
の
音
聞
く

同

人

球
体
の
半
ば
割
れ
た
る
蕗
の
と
う
太
陽
光
線
む

さ
ぼ
る
如
し

太
田
辰
吉

鉢
住
み
の
金
魚
痩
せ
し
に
春
待
ち
て
一
尾
も
欠

け
ず
に
池
に
列
な
す

小
鷹
竹
尾

産
声
に
痛
み
も
忘
れ
ひ
し
ひ
し
と
胸
は
波
打
ち

涙
あ
ふ
る
る

鈴
木
繁
子

生
ま
れ
落
ち
し
初
め
て
見
ゆ
る
子
宝
に
母
な
る

こ
と
の
責
務
を
思
ふ

同

人

谷
口
裕
信
氏
「
東
田
川
郡
と
郡
役
所
の
時
代
」

庄
内
３
郡
の
重
層
性
を
考
え
る
必
要

第
１
回
ふ
じ
し
ま
歴
史
文
化
講
座



県
立
庄
内
農
高
瑞
穂
同

窓
会
の
藤
島
地
域
連
絡
協

議
会
（
工
藤
正
喜
会
長
・

写
真
下
）
が

日
、
第
７

16

回
地
域
交
流
会
を
開
催
。

講
演
は
、
東
渡
前
出
身

の
渡
部
雄
大
氏
（
県
警
察

本
部
・
写
真
上
）
が
「
未

来
あ
る
少
年
剣
士
の
育
成
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

約

人
が
参
加
し
、
牛

80

肉
の
い
も
煮
を
味
わ
い
、

交
流
し
ま
し
た
。

首
相
代
わ
っ
て
怖
い

こ
と
に

首
相
が
石
破
さ
ん
か
ら

高
市
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、

新
聞
の
見
出
し
が
厳
し
く

な
っ
た
と
思
う
ん
だ
が
。

皆
さ
ん
は
、
戦
争
に
関
わ

る
記
事
が
多
く
な
っ
た
と

思
い
ま
せ
ん
か
。

▲
先
ず
は
日
米
会
談
だ
。

大
統
領
の
意
を
忖
度
し
て
、

防
衛
費
（
軍
事
費
）
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
２
％
前
倒
し
宣
言
だ
。

喜
ん
だ
大
統
領
か
ら
は
、

俺
ん
と
こ
ろ
か
ら
一
杯
買

え
よ
・
と
の
一
言
も
。

▲
大
き
な
予
算
が
必
要
な

前
倒
し
ナ
ン
テ
事
、
首
相

だ
か
ら
と
一
人
で
決
め
ら

れ
る
こ
と
な
ん
で
す
か
ネ
。

そ
ん
な
時
、
首
相
の
言
動

で
調
子
に
乗
っ
た
わ
け
で

も
あ
る
ま
い
が
、
防
衛
大

臣
か
ら
は
原
子
力
潜
水
艦

が
必
要
の
声
ま
で
も
。

▲
首
相
就
任
前
か
ら
言
わ

れ
て
い
た
彼
女
の
政
治
姿

勢
・
極
右
が
表
れ
た
「
台

湾
有
事
」の
認
識
と
対
応
。

こ
れ
に
怒
っ
た
中
国
の
口

は
厳
し
く
、
汚
い
首
を
切

る
ん
だ
と
。
習
近
平
さ
ん

と
先
日
握
手
を
し
て
き
た

の
を
無
駄
に
し
た
国
会
答

弁
で
し
ょ
。
ト
ラ
ン
プ
さ

ん
と
だ
け
仲
良
く
し
て
も

ダ
メ
な
ん
だ
が
ネ
～
。

▲
と
は
言
え
だ
。
台
湾
に

中
国
が
艦
船
を
出
し
た
ら

ナ
ゼ
自
衛
隊
の
出
動
な
ん

だ
。
対
岸
の
火
事
に
火
を

消
し
に
行
く
の
？

事
は

戦
争
な
ん
だ
ろ
？

日
本

が
攻
撃
さ
れ
て
い
な
い
の

に
、
な
ぜ
出
動
な
ん
だ
？

▲
自
衛
隊
が
台
湾
ま
で
行

っ
て
軍
事
行
動
す
る
っ
て

事
？

自
衛
隊
な
ん
だ
よ
。

軍
事
行
動
を
す
る
と
は
、

憲
法
違
反
だ
ろ
う
。
そ
の

為
な
ん
だ
ろ
う
か
。
憲
法

９
条
改
正
と
い
う
事
で
、

自
民
と
維
新
で
条
文
改
正

の
案
作
り
の
為
の
委
員
会

が
動
き
出
し
た
報
道
も
。

▲
同
時
に
、
ス
パ
イ
防
止

法
の
制
定
も
急
が
れ
て
い

る
模
様
。
戦
争
に
反
対
す

る
者
を
取
り
締
ま
っ
た
治

安
維
持
法
に
代
わ
る
法
律

を
作
ろ
う
と
い
う
の
だ
。

▲
首
相
が
代
わ
っ
て
怖
い

事
態
が
・
・
・（
石
川
）

歴
史
公
園

歴
史
公
園
（
れ
き
し
こ
う
え
ん
）

城
貞
（
藤
の
花
）

密
葉
垂
纓
藤
架
条

密
葉

纓
を
垂
る
藤
架
の
条

み
つ
よ
う

え
い

た

と

う

か

え
だ

芳
園
電
飾
文
今
宵

芳
園
の
電
飾

今
宵
を
文
る

ほ
う
え
ん

で
ん
し
よ
く

こ
ん
し
よ
う

か
ざ

晩
秋
夜
景
画
何
尽

晩
秋
の
夜
景

画
け
ど
何
ぞ
尽
き
ん

ば
ん
し
ゆ
う

や

け

い

え
が

な
ん

つ

風
退
小
春
遊
観
饒

風

退
き
小

春

遊
観

饒
し

か
ぜ

し
り
ぞ

し
よ
う
し
ゆ
ん

ゆ
う
か
ん

お
お

葉
が
す
き
ま
な
く
生
え
て
い
る
細
い
枝
が
、
藤
の
棚
に
か
ら
み
つ
い

て
、
垂
れ
さ
が
っ
て
い
る
。

歴
史
公
園
の
イ
ル
ミ
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
、
暗
闇
を
ま
る
で
別
世
界
の
よ

う
に
明
る
く
照
ら
し
て
い
る
。

晩
秋
の
歴
史
公
園
を
画
こ
う
と
し
て
も
、
絵
と
し
て
ど
う
し
て
も
画

け
な
い
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
さ
で
あ
る
。

小
春
日
和
の
風
の
穏
や
か
な
日
は
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
尽
き
る
こ

と
な
く
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

歴
史
公
園
＝
藤
の
花
公
園
（
ヒ
ス
カ
）。

密
葉
＝
葉
が
隙
間
な
く
つ
い
て
い
る
。

垂
＝
た
れ
る
。

纓
＝
か
ら
み
つ
く
。

架
＝
藤
の
棚
。

芳
園
＝
花
の
咲
き
に
お
う
公
園
。

電
飾
＝
放
電
管
の
光
で
装
飾
し
た
も
の
。

今
宵
＝
今
夜
。

晩
秋
＝
秋
の
末
。

何
＝
ど
う
し
て
。

尽
＝
お
わ
る
。

退
＝
お
と
ろ
え
る
。

小
春
＝
陰
暦
十
月
の
別
名
。

遊
観
＝
歩
き
ま
わ
っ
て
見
物
す
る
。

饒
＝
多
い
。

庄
内
農
高
同
窓
会
、
藤
島
地
域
の
第
７
回
交
流
会

庄内農高創立１００周年を記念して制定。学
習と実践は互いに影響し合って発展していく。
書は笹原幸機氏（古郡）。


